






トレッドミルによる運動負荷法は被検者がよく慣れた歩行,走行などの生理的動的運動に

より成し得る点,負荷試験に非協力的な幼若小児においても最大負荷に至るまでの大きな

負荷量を被検者の意志に無関係に施行しうる点で小児における運動負荷法として大きな利

点を有している。著者等は Bruce prot㏄ ol による自覚的最大トレッドミル運動負荷を健

康学童において施行し,本法における正常小児の循環系応答ならびに酸素消費と aerobic 

working capacity の最もよい指標である最大酸素消費量の検討を行ない,本法運動負荷の

負荷強度ならびに臨床応用における基礎的検討を行なった。 


